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日 本 の クモ の 中 に は , その 位置 の 関係 か ら 欧州, シベ リア と 共通 する 種 が 存在 する と と は 当然 
で あり , 日 本 の クモ が 欧州 種 に 同定 せら れる と と も ゃ も 多い 。 し か し と これら の 中 に は 古い 文献 に よっ 
た た め 記 載 が 不 十分 で 詳細 な 差異 が 確認 で き な い まま 異な っ た 種 で ある に か か わら ず 欧州 種 に そ 
の まま 同定 され て 来 た も の る ゃ る 何 種 か ある 。 また 反対 に 単なる 地理 的 変異 な どの 種 内 変異 で ある も 
の が 別種 と され て いる も の も ある で あろ う 。 同種 と 判定 され て いた も の が , その 後 の 研究 に より 
事実 は まっ た く 別 種 で ある と こと が わか っ た と いう 例 が 見 出さ れ 始め て いる 。 日 本 の アカ オニ グモ 
を Araneus quadratus と 同定 し て 何人 も 疑わ な か っ た の で ある が , 標本 の 所 見 に お いて は 変異 
の 域 を は る か に 越え た A. pinguis と いう 別種 で ある こと が 確認 され た な ど は その 一 つの 例 で あぁ 
る 。 も ちろ ん これ ら の 混同 は 日 本 の みな ら ず , 早く か ら 研 究 の か な り 進 ん で いた アメ リカ で さえ 
見 られ る 現象 で ある 。 

筆者 は アカ オニ = グモ 検討 後 , 欧州 種 に 同定 され て いる 日 本 の オニ グモ 類 を 検討 中 で ある が , 今 
回 は その うち A. bituberculatus (ダン ダラ オニ グモ ) と A. omoedus (コブ オニ = グモ) と 同定 さ 
れ て 来 た ク モ な ら び に , それ ら の 近 縁 の も の に つい て 研究 結果 を 報告 する 。 

日 本 の オニ グモ 類 中 に は 腹部 両 肩 の 突出 し た も の か 数 種 あ る が , と れ ら の うち Araneus abscis- 
sus (キザ ハシ オニ グモ ), A. bituberculatus (ダン ダラ オニ グモ ), A. omoedus (コブ オニ グモ) 
と 同定 され て 来 た も の は , 外形 た が い に よ く 似 て お り , し か も それ ぞ れ に 大 き さ や 色彩 の 変異 が 
ある の で , 同種 で あり な が ら 別 種 と 同定 され た り , また 欧州 産 の A. omoedus や A. bitubercu- 
latus と は 異な っ た 種 が 欧州 の これ ら に 同定 せら れ た り し て , 今日 まで 採集 個体 数 が そう 多く は な 
い が , 上 記 3 種 癌 に 多少 の 混同 を 見 る の で , COMA, TCHS 3 種 の 雌雄 を 比較 し 区 別 を 明 ら 
か に し て お きた いと 思う 。 

未知 種 に 命名 し 記載 し て いく と と も ゃ 重要 な 仕事 の 一 つ で は あろ う が , 各地 に 分 布 し , また 個体 
数 多く し か も る 分 類 上 の 位置 の 定まっ て いな い 種 の 多い 日 本 で は , 特殊 な も る の を 1~2 の 材料 で 記載 
する より は , も っ と 重要 な 仕事 と 考え る 。 

始め に 当り , 平素 か ら 種々 ご ど 指導 を いた だ き , 欧州 産 の オニ グモ 類 を 寄贈 下さ っ た GRAssHOFF 
博士 に , また 各地 か ら 標 本 の 寄贈 ・ 貸 与 を いた だ いた 各位 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 
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従来 の 同定 に 対す る 検討 
1. コブ オニ グモ 

日 本 の コブ オニ グモ と 称 さ れる クモ は , 今日 まで ほとん ど 欧州 の Araneus omoedus に 同定 さ 
れ て 来 た 。 そ を それは わが 国 で は BOESENBERG (1903) の Die Spinnen Deutschlands か , それ を 
引用 し た RoEwER (1931) の Tierwelt Mitteleuropas の epigynum の 図 に よっ た か , ある い 
は こと これら に より 同定 記述 し た 文献 に よっ た た めで あろ うと 想像 され る 。 この BOESENBERG や 
RoEwER の 異様 な epigynum の 図 は すでに CHYZER & KULCZYNSKI (1891) に よっ て 描か れ 
TH ORIN ITS BREAN AOC, 筆者 も 実は ROEWER や BOESENBERG や それ か らち 派生 
し た 文献 に よっ た た め , 今日 まで コブ オー ニー グモ を Araneus omoedus と 同定 し て 来 た 。 し か し , 
雌雄 を 欧州 の 他 の 文献 で 調べ , また 欧州 産 の 標本 に も と づい て 研究 し た 結果 , 日 本 の ュ ユ ブ オニ グ 
モ を 欧州 の A. omoedus に 同定 する の は 誤り で , 全く 別種 で ある こと と を 確認 し た 。 

日 本 の ュ プ オニ グモ に 該当 する も の が 今日 まで の 文献 に 見 当ら な い の で , 今回 これ を 新種 と し 
て 記載 する と と に し た 。 

た だ 問題 な の は 吉倉 真 (1937) の 「 樺 太 産 黄金 競 昧 科 の 生態 と 分 類 」 中 に 標本 は 手元 に な いと し 
C, ユ プ オニ グモ の 簡単 な 記述 を な し , epigynum の 図 が 掲げ られ て いる 。 し か し epigynum の 
図 は WIEHLE (1931) より の 引用 で あり , 吉倉 の 標本 が この 図 の 如き epigynum を 持っ て いた 
か どう か と いう 句 問 が 残る 。 も し 事実 と すれ ば 樺太 に は A. omoedus が いる と と に な る 。 TOR 
述 中 に 文献 と し て SAITO (1934) を あげ て あり , また SAITo (1934) の 報 婦 に は 吉倉 採集 と ある 
と と か ら 本 種 は 斎藤 氏 の 同定 に も と づく も の と 思わ れる が , 吉倉 の 図 と 斎藤 三郎 の 図 1959) と は 
か な り の ちがい が ある 。 

多少 の 疑問 お が ある の で 今 直ちに 日 本 や 樺太 に A. omoedus が いな いと 断言 は で き な い 。 ATO 
和 名 を 今回 の 記載 種 に あて た 場合 , 真 の ュ ブ の 出現 が あっ た 場合 混乱 を お こす こと に な る の で っ コ 
プ ブ オ ニ グ モ の 和 名 は A. omoedus に 残し , 他 の ュ コブ オニ グモ と 同定 され て 来 た ク モ に 新しく マル 
コブ オニ グモ な る 和 名 を 与え る こと に する 。 


2. ダン ダラ オニ グモ と キザ ハシ オニ グモ 

腹部 両 肩 が 鋭く 側 方 に つき 出 た クモ に ダン ダラ オー ニ グ モ A. bituberculatus と 同定 され て 来 た 
も の が ある 。 前 記 コ ュ プ オニ グモ に 似 た 点 も ある が , むし ろ そ の 外形 や epigynum の 形 は キザ ハシ 
に 似 て いる 。 ダン ダラ オニ グモ と され て いた クモ も 欧州 の A. bituberculatus と 同じ か どう か , 
ある い は キザ ハシ オニ グモ は A. bituberculatus と 同じ か どう か の 疑問 が あっ た 。 

植村 利夫 (1939) は キザ ハン オニ グモ は A. dromedaria (4@ A. bituberculatus) に 極め て 
近似 し て いる こと を 指摘 し , 同種 な らん か と の 疑問 を 持ち っ つる 一応 日本 の も の を キザ ハシ オニ 
グモ A. abscissus と し て 扱っ て 来 た 。 結 果 的 に 見 れ ば この 取扱 い は 正しかっ た 。 

八木 沼 も 同様 の 疑問 を 持ち ARCHER 博士 と 共同 で 日 本 の オニ グモ 類 を 研究 し た 機会 に 日 本 の キ 
ザ ハ シオ ニ グ モ を 送っ た と と ころ , BIND A. bituberculatus と は 明らか に 別種 で 必 も ちがう と の 
返事 が あっ た 。 (ARCHER の 分 類 で は キザ ハシ は Catheistela で , bituberculatus や omoedus 
は Gibbaranea CHS), 


吉倉 (1939) に ダン ダラ オニ グモ A. bituberculatus の 記述 が ある が , 記載 (特に 眼 の 配列 )・ 
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全 形 図 ・ 外 雌 器 か ら は キザ ハシ オニ グモ Araneus abscissus で ある と 思わ れる 。 

狼 木 沼 も 古い 同定 で は キザ ハシ の 腹 の 細 っ た の や 色彩 の 変異 を 4. bituberculatus と し た こと 
が あっ た 。 

その 後 欧州 の 詳細 な 記録 を 調べ , また 欧州 産 の 4. bituberculatus の 標本 と の 比較 の 結果 , X 
ザ ハ シ と A. bituberculatus は 全く 別種 で ご ある こと を 認め た 。 


3 タダ タン ダラ オニ グモ 

で は 真 の A. bituberculatus は 日 本 に いる か と いう 問題 が ある 。 キザ ハシ オニ グモ と の 混同 は 
別 と し て , A. bituberculatus と 同定 すべ きも の を 求め て 各 方 面 に 依頼 し て 入手 に 努力 し た が 今日 
まで つい に 見 出す と と が で き な か っ た 。 あ る も の は キザ ハシ で あり , ある も の は ュ ブ で あっ た 。 

長野 県 の 千 国 安 之 輔 氏 の 標本 に 対し て ゃ も , MOL DYED A. omoedus か A. bituberculatus 
か 迷っ た こと も あっ た が , 雄 を 入手 する に 及 ん で 何れ で も な いこ と を 知っ た 。 

また 一 方 大 野 正男 氏 採集 の 対馬 産 の 標本 は も っ と も ゃ A. bituberculatus に 似 て お り , 一 応 こ の 
学名 の も と に 発表 し た が , 欧州 産 の も の と 全く 同じ で は な い ゃ の の epigynum の 形態 は 極め て 近 
似 し て いた 。 A. bituberculatus の 地理 的 変異 で ある か も 知れ な い の で , COR A. bitubercu- 
latus の 日 本 型 と し て 取扱 っ た 。 同時 に これ ら の 標本 は A. omoedus に も 似 て いた 。 これ ら の 一 
つ を ドイ ッ の GRASSHOFF 博士 に 見 て で もらっ た と と ころ , 博士 も 「 こ と の 内 の み で は omoedus か 
bituberculatus か の 何れ か の 変異 で ある か , ある い は 何れ で も な い の か , 雄 を 見 な い 限 り 断 定 は 
で き な い 。」 と の 返事 が あっ た 。 と の 種 に つい て は 今回 は あふ れ な いで 保留 し て お く 。 し か し , A. bi- 
tuberculatus ある い は その 変異 が 日 本 に も 存在 する か も 知れ な い の で , 和 名 ダン ダラ オニ グモ 
も Araneus bituberculatus に 残し , 長野 県 産 の も ゃ の を 新種 と し て 新 名 を 与え 和 名 も ツノ オニ グモ 
UOS 

以上 検討 の 結果 2 種 を 新種 と し て 新しく 名 を 与え る こと と に し た の で 学名 和 名 は 次 の 如く 決定 す 
る 。 | 

Araneus abscissus (KARSCH) キザ ハン オニ グモ 

Araneus tsuno YAGINUMA n. Sp. ツノ オニ グモ 

(従来 ダン ダラ オニ グモ と 同定 され て 来 た 大 部 分 ) 
Araneus rotundicornis Y AGINUMA. n. SD. マル コブ オニ グモ 
(従来 コブ プ オ ニ グ モ と 同定 され て 来 た 大 部 分 ) 
Araneus omoedus (THORELL) コブ オニ グモ 


Araneus bituberculatus (WALCKENAER) ダン ダラ オニ グモ 


Araneus tsuno n. sp. 
(Tsuno-onigumo) 
Holotype (9). Susado, Minamiazumi-gun, Nagano Pref., 3-X-1969, Y. Chikuni 
leg., Fig. 6. 
Total length 13mm; cephalothorax 5 mm long, 4.2mm wide; abdomen 9.8 


mm long, 9.1 mm wide. 
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Measurements of legs (mm): 一 


Leg. |. Fem. Pat. & Tib. Met. Tar. Total 
I 5.1 6.5 4.1 1.7 17. 4 
II 4.8 5.8 3.7 1.6 15. 9 
III 9.9 oct 2. 1 1.3 10. 6 
IV 4.9 5.4 3.5 1.4 15. 2 


Carapace, chelicerae, Maxillae, labium, sternum and legs uniformly yel- 
lowish brown. Legs without ring flecks. Fang blackish brown. Anterior 
eye row slightly recurved. Median ocular area somewhat wider in front 
that behind, 10:8.5 in ratio. Anterior median eye slightly larger than pos- 
terior one. Median eyes of both rows separated by the diameter of posterior 
median eye. Anterior median eyes separated by 1.5 times the diameter of 
anterior median eye. Posterior median eyes separated by the diameter. 
Anterior margin of cephalothorax with several pairs of bristles. Abdomen 
with humps projecting towards both sides. Anterior part from a line between 
two humps grayish brown with two small white spots arranged longitudinally. 
The posterior part yellowish brown with five narrow gray bands. Venter of 
abdomen grayish brown with brown middle part margined by white stripes 
. on both sides. 

The general feature resembles that of Araneus bituberculatus (W ALCK- 
ENAER), but the shape of epigynum is quite different, rather somewhat 
similar to that of Araneus abscissus (KARSCH). This species sometimes has 
a deep brown patch on the posterior part of abdomen as seen in Araneus 


marmoreus pyramidatus. 


Paratype (35). Susado, Minamiazumi-gun, Nagano Pref., 25-IX-1971, Y. Chi- 
kuni leg., Fig. 8. 
Total length 9.6 mm; cephalothorax 6 mm long, 3.9mm wide; abdomen 


5.6 mm long, 5.8 mm wide. 


Measurements of legs (mm):— 


Leg. Fem. Pat. & Tib. Met. Tar. 'Total 
I 6. 2 8. 2 o. 6 1.9 21.9 
II 5. 0 6. 1 4. 1 1.6 16. 7 
III 4. 3 4.1 2.6 l9 12.3 
IV 5. A 6. 0 4.1 1.4 16. 9 


General feature and arrangement of eyes similar to those of the holotype. 
Carapace yellowish brown, becoming darker towards the both sides. Median 
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furrow reddish brown. Chelicerae, maxillae, labium and sternum yellowish 
brown. Legs yellowish brown excepting reddish brown tibia, metatarsus and 
tarsus of second leg. Distal half of all femora brown. Tib. I and IV each 
with a ring fleck in the middle. Tib. II with eight stout and short prolateral 
and seven long retrolateral spines (These number is different among the 
same species). Palp as shown in figs. 1, 2. 

The other collecting records. Mt. Yatsugadaké, Nagano Pref., 22- VII-1964, 
9, H. Ooe leg. (7.2mm); Kamiiso, Hokkaido, 2-VIII-1964, Qy, M. Ohno leg. 
(8.3 mm); Susado, Nagano Pref., 3-X-1969, 9, Y. Chikuni leg. (10.7 mm), Fig. 
7; 9-IX-1971, 5, Y. Chikuni leg. (10.0 mm). 

Distribution. Hokkaido, Honshu. 

Remark: The specific name tsuno (Japanese) means a horn. 


Araneus rotundicornis n. sp. 


(Maruzuno-onigumo) 


Holotype (9). Sapporo, Hokkaido, 9-VIII-1955, O. Sato leg., Fig. 9. 
Total length 8.6 mm ; cephalothorax 4.2 mm long, 3.8 mm wide; abdomen 


5.3 mm long, 4.4 mm wide. 


Measurements of legs (mm):— 


Leg. Fem. Pat. & Tib. Met. Tar. Total 
I 4.1 5.2 3.0 1.0 13. 3 
II 3.8 4.8 2.8 0.9 12. 3 
III 2. 4 2.8 17 0.8 d 
IV 3.3 4.0 2 0.8 10. 8 


Cephalothorax reddish brown, covered with white hairs. Legs reddish 
brown excepting yellowish brown femora, without annulation. Carapace, 
chelicerae, maxillae, labium and sternum reddish brown. Anterior eye row 
slightly procurved. Median ocular area wider behind than in front, 11:10 
in ratio. Posterior median eyes larger than anterior median eyes. Median 
eyes of both rows separated by less than the diameter of posterior median 
eye. Anterior median eyes separated by 1.5 times the diameter of anterior 
median eye. Posterior median eyes separated also by 1.5 times the diame- 
ter. Posterior lateral eye larger than anterior lateral one. Clypeus with 
hairs instead of bristles as in Araneus tsuno. Two humps of abdomen rounded 
at their tip. Colour of abdomen divided by a line between two humps; the 
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anterior part black becoming brown towards the base, with two small spots: 
as seen in the above species; the posterior part blackish brown gradually 
becoming deeper ditally. Five blackish brown transverse lines acrose the 
dorsum of abdomen, of which the first line waves like a chevron. Palp with 
relatively thin bristles compared with Araneus tsuno. Epigynum as shown 
in figs. 15, 16. 


Paratype (5). Rausu, Hokkaido, 27-VIII-1965, M. Ohno leg., Fig. 12. 
Total. length 7.5mm; cephalothorax 4.3mm long, 3.4 mm wide; abdomen 


4.2mm long, 3.3mm wide. 


Measurements of legs (mm) :— 


Leg. Fem. Pat. & Tib. Met. Tar. Total 
I 4.4 5.8 3 る 1.1 14. 6 
II 4. 3 5.3 3:2 1.1 13. 9 
III 25 3. 0 1.7 0.9 8.1 
IV SN 4.1 2.8 1.0 11.1 


Cephalothorax deep brown. All coxae and basal half of Fem. I, III, and 
IV yellowish brown. Tib. III, IV and Met. III, IV each with a brown ring 
fleck. The remaining segments reddish brown. Tib, II with six retro and 
prolateral spines, being thinner and longer than those of Araneus tsuno. 
Abdomen blackish gray. Humps of abdomen not so conspicuous. Abdomen 
with several narrow deep brown bands. Venter grayish yellow. Arrange- 
ment of eyes similar to that of holotype. Palp as shown in figs. 13, 14. 

This species allied to Araneus omoedus (THORELL) in appearance, but it 
is distinguished by the shape of epigynum and male palp, and arrangement 
of eyes. 

The other collecting records. Toma, Hokkaido, 5-VIII-1968, 9, T. Aki- 
yama leg. (9.5 mm), Fig. 10; Sóunkyó, Hokkaido, 21-VIII-1955, 6, N. Kobaya- 
shi leg. (7.6 mm); Shitara-cho, Aichi Pref., 5- VIII-1967, 9, K. Ushida leg. (7.9 
mm), Fig. 11; Mt. Hikosan, Fukuoka Pref., 8-VIII-1951, 9, C. Ohkuma leg. 
(8.7mm); 14-VII-1958, 9, C. Ohkuma leg. (8.1 mm); Ebino-kógen, Miyazaki 
Pref., 2- VIII-1967, 9 y, R. Hamada leg. (3.5 mm). 

Distribution. Hokkaido, Honshu, Kyushu. 

Notes. The above-mentioned two new species together with their 
relatives have often been identified with European Araneus bituberculatus 
(WALCKENAER) or Araneus omoedus (THORELL), because they are closely 
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1-8. Araneus tsuno n.sp. 1,2. male palp 3,4. epigynum 5. epigynum 
(posterior view) 6-8. dorsal view 6. female (holotype) 7. female 
(variety) 8. male (paratype) 

9-16. Araneus rotundicornis n. sp. 9. female (holotype), Sapporo, Hokkaido 


10. female, Tóma, Hokkaido 11. female, Aichi Pref. 12. male (paratype), 
Rausu, Hokkaido 13,14. male palp 15. epigynum (posterior view) 16. 
epigynum 

17-18. Araneus abscissus (KARSCH) 17. epigynum 18. male palp 
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allied to the latters in appearance and they are found in the northern part 
or highlands of Japan. However, as the result of his careful observation of 
the epigynum, male palp and arrangement of eyes, the author has recognized 
that the Japanese species, at least above two species, are neither identical 
with Araneus bituberculatus nor A. omoedus. These two new species are so 
different from the European species in genital organs that they cannot be 
regarded even as geographic variations of the latters. These two species 
are variable in colour, shape and size within the same species. In the 
Structure of genital organs of both sexes, Japanese Araneus abscissus 
(KARSCH) (Figs. 17, 18) seems to be nearly related to Araneus bituberculatus 
and A. omoedus rather than to these two new species. 

The above five species are easily discriminated by the following points. 


AME: PME | AME-PME:PME |, 。 MOA ing | PLE: ALE 
A. abscissus u > much > > much E 
A. tsuno > slightly = > slightly = 
A. rotundicornis < < < > 
A. omoedus < > < > 
| A. bituberculatus < | > = > 


Type specimens are preserved in a collection of the Arachnological 
Society of East Asia, Osaka, Japan. | 


要 約 


従来 日 本 に お いて ある 種 の オニ グモ が , ヨー ロッ パ 種 の A. bituberculatus や A. omoedus に 
同定 せら ちら れ た と と が ある が , それ ら を 検討 の 結果 , 現在 の と ころ 確実 に 上 記 2 種 に 同定 し 得る 種 
は 見 出さ れ な い 。 何れ も ヨー ロッ パス 種 の 地理 的 変異 と する に は あま り に ゃ 大 き な 差 異 を 有 し て 
お り , と りあ え ず 2 種 の み を 新種 と し て 記載 し た 。 これ ら 2 種 よ り も る むしろ キザ ハシ オニ グモ 
Araneus abscissus (KARSCH) の 方 が 上 記 了 欧州 種 に 近似 を 示す 。 今 回 記載 の Araneus tsuno や 
Araneus rotundicornis は Araneus nordmanni CERI DO L Eph, 
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